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電気・ガス・水道の共同検針に向けた取組状況について

2022年7月13日
電気事業連合会

2022.7.13 第3回ガス安全部会 資料３



1背 景

 電気・ガス・水道の各メータはそれぞれ設置されており、検針業務は各事業者が個別に実施
 少子高齢化等の社会的背景や、IoT技術の進展等を踏まえ、コストを合理化しながら、検針・
保安業務の効率化・高度化、お客さまサービスの更なる向上はインフラ業界として重要な課題

【共同検針により期待されるメリット】
（電気・ガス・水道事業者）
 普及した電気のスマートメーターインフラの共同利用 ⇒ 社会的コストの合理化
（ガス・水道事業者）
 検針の遠隔化、閉開栓の遠隔操作による現場出向業務の効率化
 ガス漏れ・漏水警報等の把握の即時性向上
 使用状況の見える化
⇒ 検針・保安業務の効率化・高度化、お客さまサービス向上が可能

従 来 共同検針導入後
電気 自動収集(1回/30分等)※スマートメーター設置の場合 変更なし

ガス 多くのガス事業者においては
検針員が現地で検針(1回/月 等) 自動収集が可能(1回/1日等)

水道 検針員が現地で検針(1回/2月 等)

【検針頻度のイメージ】



2共同検針に向けた実証試験等の事例紹介

【共同検針に向けた各社取組事例】（各社プレスリリースより）
電 力 取組事例※

北海道電力
グループ

 電力スマートメーター通信ネットワークを活用した「水道自動検針の実証試験
の共同実施」について（北広島市2021年4月5日、岩見沢市2021年7月
27日、旭川市8月3日）

 電力スマートメーター通信ネットワークを活用した「灯油タンク残量監視センサ」
の開発・実証試験について（2021年12月15日）

東北電力
グループ

 郡山市上下水道局とのスマートメーター通信システムを活用した「電気・水道
共同検針」の実証試験について（2021年5月31日）

 伊藤忠エネクスホームライフ東北㈱とのスマートメーター通信システムを活用し
た「電気・ガス共同検針」の実証試験について（2021年6月8日）

中部電力
グループ

 電力スマートメーターの通信網を活用したガス自動検針サービスの導入に関す
る基本協定の締結について（2021年7月21日）

四国電力
グループ

 電力スマートメーターを活用した水道遠隔検針に係る香川県広域水道企業
団との共同実証試験の開始について（2021年9月3日）

 電力スマートメーターを活用した水道遠隔検針に係る愛南町との共同実証試
験の開始について（2021年9月10日）

 徳島県徳島市における電力スマートメーターシステムを活用した水道メーター
遠隔検針の実証試験に関する協定締結について（2022年1月19日）

※取組事例は「2020.12.25 第1回ガス安全部会」以降の事例を記載



3共同検針の課題解決に向けた取組み

 共同検針等によるスマートメーター通信ネットワークの利用は、より幅広く展開していく可能性。
 共同検針等を推進・拡大していくためには、統一したインターフェースを採用することが重要。

 共同検針等でスマメ通信システムを利用する場合の運用ルールおよび共通インターフェース仕様
を作成することを目的に、有識者や各団体、企業が参加し「共同検針インターフェース会議」を
2020年11月～2021年8月設置。

 次世代スマートメーター制度検討会（エネ庁電力産業・市場室）における議論とも連携し、運
用ルールやインターフェース仕様書等を作成。

【出典】第３回次世代スマートメーター検討委員会資料３より



4（参考）共同検針インターフェース会議の体制

2021.9.1第6回次世代スマートメーター制度検討会資料2より



5（参考）共同検針インターフェース会議

2021.9.1第6回次世代スマートメーター制度検討会資料2より



6共同検針インターフェース会議検討結果

2021.9.1第6回次世代スマートメーター制度検討会資料2より



7

2021.12.17第7回次世代スマートメーター制度検討会資料2より

（参考）次世代スマートメーターの標準機能



8（参考）次世代スマートメーター導入スケジュール

2021.12.17第7回次世代スマートメーター制度検討会資料4より
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